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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
郵便料金メーターシステムにおいて、
コンピュータネットワークの一部として作動的に接続され、プロセッサーとメモリーと記
憶手段とを含むクライアント印刷手段として前記ネットワーク上で作動する複数の印刷手
段、
第１のクライアント印刷手段（局内クライアント印刷手段）に直接結合し、独自の識別子
と郵便価額記憶手段とデジタル署名手段とを含む郵便セキュリティデバイス（ＰＳＤ）、
前記クライアント印刷手段内で、郵便料金メーターネットワークとして機能する手段を備
え、前記ＰＳＤから遠隔の１つの前記クライアント印刷手段は、郵便料金メーター取引を
完了するため、前記ＰＳＤからの郵便料金支払の第１証明を、前記局内クライアント印刷
手段を通じて要求し、
前記ＰＳＤからの郵便料金支払の第２証明の要求が前記局内クライアント印刷手段内で開
始されるとき、前記局内クライアント印刷手段内において、独立型メーターとして機能す
る手段を備えることを特徴とするシステム。
【請求項２】
前記局内クライアント印刷手段は、
前記局内クライアント印刷手段において、印刷する郵便料金支払いの第２証明の局内要求
を開始する手段、
１つの遠隔クライアント印刷手段からの郵便料金支払いの第１証明のため、前記遠隔クラ
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イアント印刷手段の識別子を含む第１遠隔要求を受取る手段、
郵便料金支払いの前記第１、第２証明の要求を前記ＰＳＤへ送る手段、
郵便料金支払いの各前記第１、第２証明に対応するデジタル署名を含む前記郵便料金支払
いの前記第１、第２証明を前記ＰＳＤから受取る手段、
前記遠隔要求に応じて、郵便料金支払いの前記第１証明を前記遠隔印刷手段に送る手段、
及び、
前記局内要求に応じて、郵便料金支払いの前記第２証明を印刷する手段、
を備える請求項1に記載した郵便料金メーターシステム。
【請求項３】
前記局内クライアント印刷手段は、
郵便料金支払いの前記第１、第２証明の要求のための取引情報を記憶する手段を備える請
求項２に記載した郵便料金メーターシステム。
【請求項４】
前記局内クライアント印刷手段は、前記遠隔クライアント印刷手段が前記ＰＳＤからの郵
便料金支払い証明を要求することを許可されているか求める請求項３に記載した郵便料金
メーターシステム。
【請求項５】
前記ＰＳＤは、前記クライアント印刷手段が前記ＰＳＤからの郵便料金支払い証明を要求
することを許可されているか求める請求項３に記載した郵便料金メーターシステム。
【請求項６】
前記クライアント印刷手段は、汎用コンピュータを含む請求項２に記載した郵便料金メー
ターシステム。
【請求項７】
前記クライアント印刷手段は、メータープリンターである請求項２に記載した郵便料金メ
ーターシステム。
【請求項８】
前記局内クライアント印刷手段は、
前記局内クライアント印刷手段において印刷する郵便料金支払いの第３証明のため、１つ
の前記遠隔クライアント印刷手段へ第２遠隔要求を開始する手段、及び、
前記遠隔クライアント印刷手段から郵便料金支払いの前記第３証明を受取る手段を備え、
前記局内クライアント印刷手段は、前記第２遠隔要求に応じて郵便料金支払いの前記第３
証明を印刷する請求項２に記載した郵便料金メーターシステム。
【請求項９】
前記１つの遠隔クライアント印刷手段は、前記第２遠隔要求に応じて郵便料金支払いの前
記第３証明を与える遠隔ＰＳＤに結合する請求項８に記載したシステム。
【請求項１０】
取引証明システムにおいて、
コンピュータネットワークの一部として作動的に接続され、前記コンピュータネットワー
ク上でクライアントコンピュータとして作動する複数の汎用コンピュータ（コンピュータ
）を備え、少なくとも幾つかの前記クライアントコンピュータは、前記クライアントコン
ピュータ上で選択的に実行される取引証明ソフトウェアを含み、
第１のクライアントコンピュータ（局内クライアントコンピュータ）に直接結合し、独自
の識別子と取引証明記憶手段とデジタル署名手段と取引会計手段とを含む取引セキュリテ
ィデバイス（ＴＳＤ）、
前記クライアントコンピュータ内で、取引証明ネットワークとして機能する手段を備え、
前記ＴＳＤから遠隔の１つの前記クライアントコンピュータは、取引証明取引を完了する
ため、前記ＴＳＤからの第１取引証明を前記局内クライアントコンピュータを通じて要求
しこれを得て、
前記ＴＳＤからの第２証明の要求が、前記局内クライアントコンピュータ内で開始される
とき、前記局内クライアントコンピュータ内の、独立型取引証明デバイスとして機能する



(3) JP 4272285 B2 2009.6.3

10

20

30

40

50

手段を備えることを特徴とするシステム。
【請求項１１】
前記局内クライアントコンピュータは、
前記局内クライアントコンピュータにおいて印刷する第２取引証明の局内要求を開始する
手段、
１つの遠隔クライアントコンピュータから、取引証明のための前記遠隔クライアントコン
ピュータの識別子を含む第１遠隔要求を受取る手段、
第１、第２取引証明の要求を前記ＴＳＤへ送る手段、
各前記第１、第２取引証明に対応するデジタル署名を含む前記取引証明を前記ＴＳＤから
受取る手段、
前記遠隔要求に応じて、前記第１取引証明を前記遠隔クライアントコンピュータに送る手
段、及び、
前記局内要求に応じて、前記第２取引証明を印刷する手段、
を備える請求項1０に記載したシステム。
【請求項１２】
前記局内クライアントコンピュータは、
前記ＴＳＤにより処理される前記第１、第２取引証明の要求のための取引情報を記憶する
手段を備える請求項１１に記載したシステム。
【請求項１３】
前記局内クライアントコンピュータは、前記遠隔クライアントコンピュータが前記ＴＳＤ
からの郵便料金支払い証明を要求することを許可されているか求める請求項１０に記載し
たシステム。
【請求項１４】
前記ＴＳＤは、前記遠隔クライアントコンピュータが前記ＴＳＤから取引証明を要求する
ことを許可されているか求める請求項１０に記載したシステム。
【請求項１５】
前記取引証明デバイスは、郵便料金メーターシステムである請求項１０に記載したシステ
ム。
【請求項１６】
独立型メーターとネットワーク上のメーターサーバーとしての２つの作動モードを有する
郵便料金メーターの方法において、
ネットワーク上に複数のクライアントモジュールを設け、
局内郵便料金セキュリティデバイス（ＰＳＤ）を第１の前記クライアントモジュールに結
合し、遠隔ＰＳＤを第２の前記クライアントモジュールに結合し、前記ＰＳＤはそれぞれ
独自の識別子と郵便価額記憶手段とデジタル署名手段とを含み、
前記第１クライアントモジュール内に、前記局内ＰＳＤから第１郵便料金証明を要求しこ
れを得る手段を設け、
前記第２クライアントモジュール内に、前記局内ＰＳＤから第２郵便料金証明を要求しこ
れを得る手段を設け、
前記第１クライアントモジュール内に、前記第２クライアントモジュールからの前記要求
を受けこれに応答する手段を設ける、
ステップを備えることを特徴とする方法。
【請求項１７】
前記第１クライアントモジュール内に、前記遠隔ＰＳＤからの第３郵便料金証明を要求し
これを得る手段を設け、
前記第２クライアントモジュール内に、前記第２クライアントモジュールに結合した第２
印刷手段を使用して、郵便物上に前記第２郵便料金証明を印刷する手段を設け、
前記第１クライアントモジュール内に、前記第１クライアントモジュールに結合した第１
印刷手段を使用して、郵便物上に前記第１郵便料金証明又は前記第３郵便料金証明を印刷
する手段を設ける、
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ステップを備える請求項１６に記載した方法。
【請求項１８】
前記第１クライアントモジュール内に、郵便料金証明を得るため、１つの前記局内ＰＳＤ
と前記遠隔ＰＳＤを選択する手段を設け、
前記第２クライアントモジュール内に、前記第２郵便料金証明の前記要求を受ける手段、
前記第２郵便料金証明の前記要求を前記遠隔ＰＳＤへ送る手段を設ける、
ステップを備える請求項１７に記載した方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、パーソナルコンピュータを使用して郵便料金証印を印刷する郵便料金メーター
システムと方法に関し、より詳しくは、パーソナルコンピュータのネットワークで郵便料
金証印を印刷する郵便料金メーターシステムと方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
本発明は、次の米国特許出願(代理人文書番号E-645, E-646, E-647, E-648, E-649, E-69
6)に関連し、全て共に出願され、本発明の譲受人に譲受された。
情報ベース証印プログラム(ＩＢＩＰ)は、米国郵政公社(ＵＳＰＳ)により提案され分配さ
れた信頼されるシステムであり、情報ベースの証印という新しい技術を使用して現存する
郵便料金メーターを改装し、増大させる。このプログラムは、デジタル署名技術によりた
のみ、出所を否認できず内容を改変することができない証印を各封筒に作成する。ＩＢＩ
Ｐは、一般に郵便料金メーターが郵便物上に証印を機械的に印刷する現在の方法に加えて
、郵便料金に適用する新しい方法をサポートすることが期待される。ＩＢＩＰは、大きく
高密度の２次元(２Ｄ)バーコードを郵便物上に印刷することを要する。２Ｄバーコードは
、情報を暗号化し、デジタル署名される。
【０００３】
ＵＳＰＳは、ＩＢＩＰの仕様書案を公表した。1996年7月23日に発表され1997年7月23日に
改定された情報ベースの証印プログラム(ＩＢＩＰ)証印仕様書(ＩＢＩＰ証印仕様書)は、
ＩＢＩＰを使用して処理される郵便に適用される新しい証印の要求についての提案を明記
する。1996年6月13日に発表され1997年7月23日に改定された情報ベース証印プログラム郵
便セキュリティデバイス仕様書(ＩＢＩＰ ＰＳＤ仕様書)は、郵便セキュリティデバイス(
ＰＳＤ) の要求についての提案を明記し、これはＩＢＩＰを使用して処理される郵便に適
用される新しい「情報ベース」の郵便マーク又は証印の生成を支持するセキュリティサー
ビスを提供する。1996年10月9日に発表された情報ベース証印プログラムホストシステム
仕様書は、ＩＢＩＰのホストシステムの要素への要求についての提案を明記する(ＩＢＩ
Ｐホスト仕様書)。これらの仕様書をまとめて、ＩＢＩＰ仕様書という。ＩＢＩＰは、イ
ンターフェースユーザー（ユーザー）、プログラムのシステム要素である郵便とベンダー
のインフラストラクチャを含む。1997年4月25日に発表された情報ベース証印プログラム
キーマネージメントプラン仕様書は、ＵＳＰＳ製品/サービスプロバイダとＰＳＤが使用
する暗号キーの生成、分配、使用、及び置換えについて明記する(ＩＢＩＰＫＭＳ仕様書)
。
【０００４】
ユーザーサイトにあるユーザーのインフラストラクチャは、プリンターを有するホストシ
ステム(ホスト)に結合したＰＳＤを備える。ＰＳＤは、安全なプロセッサーベースの会計
デバイスであり、内部に記憶する郵便価額を分配し計算する。
ＩＢＩＰ証印仕様書は、人が判読可能なデータとＰＤＦ417バーコードデータからなる証
印に対する要求を与える。人が判読可能なデータは、許可する郵便局の5桁のジップコー
ドを含む差出地住所、ＰＳＤ　ＩＤ/タイプ数、差出日、郵便料金額を備える。証印要素
のバーコード領域は、郵便料金額、ＰＳＤ　ＩＤ、ユーザーＩＤ、差出日、差出地住所、
宛先識別子、昇順と降順レジスタ、及びデジタル署名を備える。
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【０００５】
もしメーターにインターフェースするコンピュータを含み、宛先住所と証印の両方を含む
郵便物前面又はラベルを調製するなら、統合した郵便システムは、オープンシステム要求
を受ける。異なるプリンターが住所と証印を作成する場合でも、統合したシステムはオー
プンシステムである。もし郵便システムがこのような基準を満たすなら、ＵＳＰＳはその
「メーター」を、証印を印刷しＰＳＤをホストにインターフェースする２つの機能を行う
オープンシステムの周辺デバイスと考える。オープンシステムの基準によれば、統合した
郵便システムは、ＵＳＰＳにより承認されなければならない。
【０００６】
ＩＢＩＰホスト仕様書は、オープンシステム内のホストへの要求を記載する。ホストは、
戻り地住所(任意)、宛先住所(必要)、表面識別マーク(ＦＩＭ)、及び証印を含む郵便物前
面を一体のユニットとして作成する。ホストは、このユニットを実際の郵便物のストック
に印刷しても又はラベルに印刷して後に郵便物に付けてもよい。ホストはユーザーにＦＩ
Ｍを省略する自由を与える(例えば、封筒にＦＩＭが事前に印刷されたとき)。ホストは、
郵便物に使用するため、標準ポストネット宛先地バーコードを含む標準化した住所を作成
する。ホストは、郵便物を作るとき各住所を照合する。次にホストは証印を生成しプリン
ターに転送する。
ＩＢＩＰ仕様書は、独立型オープンメーターシステムについて明記し、ここではＰＣメー
ター又は独立型ＰＣメーターという。独立型ＰＣメーターは、ホスト(ホストＰＣ)として
作動する１つのパーソナルコンピュータ(ＰＣ)を有する。ホストＰＣは、メータープリケ
ーションソフトウェア及び対応するライブラリー(ここでは全体を「ホストアプリケーシ
ョン」と「ＰＣメーターツールキット」という)を実行し、１つ又はそれ以上の結合され
たＰＳＤと通信する。独立型ＰＣメーターは、ホストＰＣに接続したＰＳＤのみにアクセ
スできる。独立型ＰＣメーターは、遠隔地のＰＳＤにアクセスすることはない。
【０００７】
独立型ＰＣメーターは、ホストＰＣ上で、郵便料金分配、登録、再充填のための取引を処
理する。処理は、ホストとそれに結合したＰＳＤの間で局内で行われる。例えば登録と再
充填の取引のためにデータセンターへ接続することは、ホストから局内で又はネットワー
クのモデム/インターネット接続を通じて局内で行われる。ＰＳＤへの借り方と貸し方の
会計もまた、取引が処理されＰＳＤが取り付けられているホストＰＣ上の取引を記録して
、局内で行われる。従って、資金の会計と取引処理は、1つのＰＣに集中される。ホスト
ＰＣは、例えば直列のポートごとに１つのＰＳＤをサポートする等、１つ以上のＰＳＤを
収容しても良い。ワードプロセッサー、又は封筒デザイナー等のホストＰＣ上で実行され
る幾つかのアプリケーションプログラムは、ホストの料金ソフトウェアにアクセスできる
。
ＩＢＩＰ仕様書は、ネットワーク環境上のオープンメーターシステムを取り扱わない。し
かし、仕様書はこのようなネットワークベースのシステムを禁止してはいない。一般に、
ネットワーク環境でネットワークサーバーＰＣは、ネットワーク上のクライアントＰＣに
要請された遠隔の印刷を制御する。勿論、クライアントＰＣは、局内での印刷を制御する
。
【０００８】
以下「仮想メーター」というネットワークメーターシステムの１つのバージョンでは、Ｐ
ＳＤが結合していない多くのＰＣを有する。ホストＰＣは、クライアントのアプリケーシ
ョンを実行するが、全てのＰＳＤ機能はデータセンターにあるサーバーＰＣで実行される
。ホストＰＣは、郵便分配、メーター登録、メーター再充填等の取引を処理するためには
、データセンターと接続しなければならない。取引はホストＰＣにより要請され、遠隔処
理のためデータセンターへ送られる。取引はデータセンターで集中して処理され、結果は
ホストＰＣに戻される。資金と取引の会計は、データセンターに集中する。例えば、本発
明の譲受人に譲受けられた米国特許第5,454,038号を参照されたい。仮想メーターは、Ｉ
ＢＩＰ仕様書の全ての現在の要求に適合するわけではない。特に、ＩＢＩＰ仕様書は、Ｐ
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ＳＤ機能をデータセンターで実行するのを許可しない。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は、パーソナルコンピュータのネットワークを使用して郵便料金証印を印刷
する郵便料金メーターシステムと方法を提供することである。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
ＩＢＩＰ仕様書に適合するオープンメーターシステムは、従来の局内領域又は広域のネッ
トワーク上で実行して、「ネットワークＰＣメーターシステム」を形成することができる
ことが分かった。ネットワークＰＣメーターシステムは、従来のネットワークの一部とし
てネットワークのサーバーＰＣに作動的に結合した複数のクライアントＰＣを含む。ネッ
トワークＰＣメーターシステムは、少なくとも１つのクライアントＰＣに結合した少なく
とも１つのＰＳＤと共に構成され、それによってネットワーク上の許可された他のクライ
アントＰＣは、要求するクライアントＰＣから遠隔のＰＳＤから郵便価額を得ることがで
きる。どのクライアントＰＣも、1つ又はそれ以上のＰＳＤが取り付けられていてもよい
。各クライアントＰＣは、許可されればそれ自体の局内のＰＳＤ(もしあれば)と、ネット
ワーク上の他のクライアントのＰＳＤ(遠隔ＰＳＤ)との両方にアクセスする。
【００１１】
各クライアントＰＣは、郵便料金を分配し、登録と再充填を行うそれ自体のクライアント
料金アプリケーションを実行する。ネットワークＰＣメーターシステムで、ＰＳＤが結合
するクライアントＰＣは、郵便料金の分配とＰＳＤの登録と再充填のための取引の処理を
制御する。このような操作を実行するとき、クライアントＰＣは、メーター取引のサーバ
ーとして機能し、以下「メーターサーバーＰＣ」という。ネットワークＰＣメーターシス
テムの好適な実施例では、ＰＳＤへの借り方と貸し方の会計と取引の記録は、メーターサ
ーバーＰＣ上で実行される。従って、クライアントＰＣが遠隔のＰＳＤにアクセスすると
き、取引処理は遠隔的に行われる。他の実施例では、取引の記録は、クライアントＰＣが
接続されるネットワークサーバー（ネットワークサーバーＰＣ)上で実行される。
【００１２】
好適な実施例では、データセンターにアクセスするモデム又はインターネット接続は、メ
ーターサーバーＰＣ内にある。他の実施例では、モデムはＰＳＤ又はクライアントＰＣ内
にあり、インターネット接続はクライアントＰＣ内にある。
ネットワークＰＣメーターシステムでは、各クライアントＰＣが自分はどの遠隔ＰＳＤが
利用可能であるかを動的に知ることができ、各メーターサーバーＰＣ、即ちＰＳＤが結合
した各クライアントＰＣが、どのクライアントＰＣがメーターサーバーＰＣに結合したＰ
ＳＤをオンライン上で使用を許可されているかを動的に知ることができるように構成する
ことができることが分かった。
【００１３】
本発明から分かる幾つかの利点がある。このような利点の１つは、証印を押した郵便物上
に印刷された証印は、郵便物が郵送のために投函される郵便局(「投函元」又は「ドメイ
ン」といわれる)に許可されたメーターから得たものでなければならないという、郵便規
則に関する。コンピューターネットワーク上に複数のアクセス可能なＰＳＤがあるので、
クライアントＰＣのユーザーは、単一の投函元即ちドメインを有する単一のＰＳＤに制限
されることはない。例えば、ネットワークメーターシステムの殆どのユーザーがシェルト
ンにいても、コネチカットの人は、シェルトン、コネチカットの郵便局に投函することが
でき、他のユーザーは郵便物をスタンフォード、コネチカット等異なる投函元に投函する
ことができる。さらに、ユーザーの何人かは、物理的にスタンフォード、コネチカットに
あるクライアントＰＣにいるが、物理的にシェルトン、コネチカットにあるネットワーク
サーバーに接続されていることもある。本発明は、ネットワーク上のクライアントＰＣの
各ユーザーに、異なる投函元の幾つかのＰＳＤにアクセスできるようにする。
本発明の他の利点は、郵便物の生成は、ＰＳＤに資金の制限のために中断させられないと



(7) JP 4272285 B2 2009.6.3

10

20

30

40

50

いうことである。例えば、多量の郵便物の処理で単一のＰＳＤに貯えられた以上の郵便価
額を要するとき、ユーザーはネットワーク上の他のＰＳＤにアクセスして、資金の少ない
ＰＳＤに再充填するため郵便物の処理を中断することなく、郵便物の処理を完結させるこ
とができる。
【００１４】
本発明は、コンピュータネットワークの一部として作動的に接続し、ネットワーク上でク
ライアントプリンターモジュールとして作動する複数のプリンターモジュールを含む郵便
料金メーターシステムを提供する。郵便セキュリティデバイス(ＰＳＤ)が、１つの局内ク
ライアントプリンターモジュールに直接接続する。ＰＳＤは、独自の識別子と、郵便価額
記憶装置と、デジタル署名発生器とを有する。クライアントプリンターモジュールは、郵
便料金メーターネットワークとして機能し、ＰＳＤから遠隔の１つのクライアントプリン
ターモジュールは、郵便料金メーター取引を完結させるため、局内クライアントプリンタ
ーモジュールを通じてＰＳＤからの郵便料金支払い証明を要求する。ＰＳＤからの郵便料
金支払い証明の要求が局内クライアントプリンターモジュールで開始されるとき、局内ク
ライアントプリンターモジュールは、独立型メーターとして機能する。局内クライアント
プリンターモジュールは、局内クライアントプリンターモジュールで印刷される郵便料金
支払いの証明要求を開始し、また遠隔クライアントプリンターモジュールから郵便料金支
払い証明の遠隔の要求を受ける。遠隔要求は、遠隔クライアントプリンターモジュールの
識別子を含む。局内クライアントプリンターモジュールは、郵便料金支払い証明の各要求
をＰＳＤに送り、各郵便料金支払い証明の要求に対応するデジタル署名を含む郵便料金支
払い証明をＰＳＤから受取る。局内クライアントプリンターモジュールは、遠隔要求に応
じて郵便料金支払い証明を遠隔クライアントプリンターモジュールへ送り、また局内要求
に応じて郵便料金支払い証明を印刷する。
【００１５】
【発明の実施の形態及び実施例】
本発明の上述した又他の目的と利点は、図面を参照して次の発明の詳細な説明を読めば、
分かるであろう。これらの図面を通じて、同じ番号は部分を表す。
本発明を図面を参照して説明する。図１～３にネットワークＰＣメーターシステムの３つ
の別の実施例を示す。図１は本発明の好適な実施例を示す。ネットワークＰＣメーターシ
ステム10は、従来のようにネットワークサーバー30に結合した複数のクライアントＰＣ20
(５つを示す)を備える。ネットワークＰＣメーターシステム10の各ＰＳＤ40(２つを示す)
は、１つのクライアントＰＣ20に結合する。各クライアントＰＣは、ディスプレー、キー
ボード、安全保護されていないプリンター22を有する通常のパーソナルコンピュータを備
える。(任意に、各クライアントＰＣは、ネットワークに直接接続されたネットワークプ
リンター23にアクセスできるようにしても良い。) ネットワークＰＣメーターシステム10
内に複数のＰＳＤが存在し、少なくとも１つのＰＳＤ40が幾つかのクライアントＰＣ20に
結合するのが好ましい。特定のＰＳＤ40がメーター取引のためアクセスされると、ＰＳＤ
40が取り付けられているクライアントＰＣ20は、取引の間メーターサーバーＰＣ21(括弧
内に示す)となる。ＰＳＤ40がＰＳＤが結合するクライアントＰＣ20によりアクセスされ
ると、クライアントＰＣ20は独立型ＰＣメーターシステムとして機能する。独立型ＰＣメ
ーターシステムの例は、1995年12月19日出願の米国特許出願No.08/575,112号に記載され
ている。
好適な実施例では、郵便資金の会計と取引処理は、メーターサーバーＰＣ21で起こる。こ
れは資金の会計と取引の会計について分散させたアプローチである。ＰＳＤ40が取り付け
られた各クライアントＰＣ20は、そのＰＳＤ40で起こった取引に関してのみの会計情報(
部門会計レジスター42)と、取引情報(取引ログ44)とを保持するからである。
【００１６】
図２Ａと２Ｂは、本発明の他の実施例を示す。ネットワークＰＣメーターシステム10'は
、従来のようにネットワークサーバー30に結合した複数のクライアントＰＣ20(５つを示
す)を備える。ネットワークＰＣメーターシステム10'の各ＰＳＤ40(２つを示す)は、１つ
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のクライアントＰＣ20に結合する。各クライアントＰＣは、ディスプレー、キーボード、
安全保護されていないプリンター22(任意に、ネットワークプリンター23)を有する通常の
パーソナルコンピュータを備える。好適な実施例と同様、ネットワークＰＣメーターシス
テム10'内に複数のＰＳＤが存在し、少なくとも１つのＰＳＤ40が幾つかのクライアント
ＰＣ20に結合する。特定のＰＳＤ40がメーター取引のためアクセスされると、ＰＳＤ40が
取り付けられているクライアントＰＣ20は、取引の間メーターサーバーＰＣ21(括弧内に
示す)となる(図５)。この実施例では、取引が完了したとき、郵便資金の会計は、メータ
ーサーバーＰＣ21で起こる。しかし、取引処理はネットワークサーバー30で起こる。これ
は資金会計に関しては分散したアプローチであることが分かる。ＰＳＤ40が取り付けられ
た各クライアントＰＣ20は、起こった取引に関する会計情報(会計レジスター42)をそのＰ
ＳＤ40でのみ保持するからである。しかし、この実施例は、取引会計については集中した
アプローチを与える。１つのメーターサーバー21(図２Ａ)又はネットワークサーバー30(
図２Ｂ)がどのＰＳＤで起こった取引に関する取引情報(取引ログ44)をも保持するからで
ある。
【００１７】
再度図１と２を参照すると、ネットワークＰＣメーターシステム10と10’は、1つ又はそ
れ以上のＰＳＤ40が１つ又はそれ以上のクライアントＰＣ20に結合されて構成されている
。このような構成では、クライアントＰＣ20は、メーターの取引がそれに結合したＰＳＤ
40で局内で処理されるとき、独立型ＰＣメーターになる。独立型ＰＣメーターとして作動
するとき、このようなクライアントＰＣ20は、要求するクライアントＰＣとして、またメ
ーターサーバーＰＣとして作用し、前述したメーター取引を実行する。独立型ＰＣメータ
ーとして、クライアントＰＣ20は、それに結合したＰＳＤ40のみにアクセスできる。クラ
イアントＰＣが局内のＰＳＤでメーター取引を処理しているとき、遠隔のボールト（保管
庫、vault）へのアクセスはない。
【００１８】
図３を参照すると、クライアントＰＣ20は、独立型ＰＣメーターモード100で示される。
独立型ＰＣメーター100は、ホストＰＣ102、ＰＳＤ104、プリンター104を備える。独立型
ＰＣメーター100は、ＰＳＤ104の取引として、ＰＳＤ登録、ＰＳＤ再充填、郵便価額分配
の機能を処理する。処理は、ホストＰＣ02で実行されるメーターソフトウェア構成要素11
0(以下、「ＰＣメーターツールキット」という)により実行される。好適な実施例では、
ＰＣメーターツールキットは、構成要素オブジェクトモデル／分配した構成要素オブジェ
クトモデル(ＣＯＭ／ＤＣＯＭ)のオブジェクト(典型的にはダイナミックリンクライブラ
リ(ＤＬＬ)又はＯＬＥ制御で実行される)であり、メーター動作を行うインターフェース
を有する。このようなインターフェースの１つは、ネットワーク上の局内と遠隔のＰＳＤ
のリストを保持する。このインターフェースは、インスタンス生成されるとき、全ての分
かっている取り付けられたＰＳＤ(メーターとして可能な)の現在のリストを保持する。ま
たホストとクライアントのアプリケーションを使用してリストを更新するリフレッシュ方
法もある。ＰＳＤのリストを生成し保持する方法は、前述した関連米国特許出願番号［E-
645］に記載されていて、それをここに参照組み込みする。メーター作動を実行するため
、インターフェースを有するＤＬＬを使用するＰＣメーターシステムの例が、前述の1995
年12月19日出願の米国特許出願No.08/575,122号に記載されている。
【００１９】
このツールキットを実施すると、クライアントＰＣのインターフェースに何の変化もさせ
ずに、メーターサーバーを局内又は遠隔にすることができる。ＰＣメーターツールキット
とメーターサーバーは、同じコンピュータ内にあってもよく、局内領域ネットワーク又は
インターネットで接続されたコンピュータにあってもよい。例えば、ネットワークプロト
コルの交渉は、ウィンドウズオペレーティングシステムにより処理される。ＣＯＭ／ＤＣ
ＯＭに関するさらなる情報については、ＤＣＯＭアーキテクチャ；ＤＣＯＭ技術概観；Ｄ
ＣＯＭ分配構成要素オブジェクトモデル、ビジネス概観を含むマイクロソフトウィンドウ
ズＮＴサーバーの技術白書を参照されたい。それらの全体をここに参照組み込みする。
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ＰＣメーターツールキット110は、取引ハンドラ、ボールトのインターフェース、取引ロ
グハンドラの構成要素を含む。データセンター5への接続(図１、２)は、独立型ＰＣメー
ター100からモデム130経由で局内で行われる。ＰＳＤへの貸し方と借り方の会計もまた、
独立型ＰＣメーター100のハードデバイス上に取引を記録して局内で実行される。このよ
うに、取引の処理と資金の会計は、独立型ＰＣメーター100として作動するクライアント
ＰＣに集中される。
【００２０】
独立型ＰＣメーター100は、例えば直列のポート当たり１つのボールトをサポートするた
め、ＰＣ当たり２つ以上のＰＳＤを収容するようにすることもできる。ワードプロセッサ
ー又は封筒デザイナー等幾つかのホスト又はクライアントのアプリケーションプログラム
140は、ＰＣメーターツールキット110に同時にアクセスすることができる。
ＰＣメーターツールキット110は、郵便料金の分配、ＰＳＤ再充填、ＰＳＤ登録等の標準
のメーター機能を提供する。ＰＣメーターツールキット110は、郵便証印を印刷できる全
てのメーターサーバーと遠隔クライアントＰＣにある。独立型ＰＣメーター100のユーザ
ーは、ＰＣメーターツールキット110を使用して局内の又は遠隔のＰＳＤにアクセスでき
る。ＰＣメーターツールキット110は、利用可能なＰＳＤのリストを提供し、ユーザーは
そこから特定の取引に所望のＰＳＤを選択する。
【００２１】
ＣＯＭ／ＤＣＯＭネットワークの概念は、遠隔クライアントＰＣに、ＰＣメーターサーバ
ー内のＰＣメーターツールキット構成要素へのアクセス権を得る機構を提供する。選択的
に、各クライアントＰＣサーバーが、ＰＣメーターサーバーへのアクセス権を与えられる
ことができ、ＰＣメーターサーバーのＰＳＤ　ＰＩＮ(パスワード)をＰＣメーターサーバ
ーとそのＰＳＤ内の郵便機能へのアクセスを許可するため使用することもできる。デフォ
ルトにより、全てのＰＳＤは、ユーザーにより異なるように構成されない限り、全てのク
ライアントＰＣにより遠隔からアクセスできると考えられる。又は、利用可能なＰＳＤの
リストは、ユーザー又はシステムのフィルターに基づき、カスタマイズすることができる
。例えば、差出地のジップコードが郵便物の戻り住所に一致するボールトのみとすること
ができる。好適な実施例では、ＰＩＮの確認は、ＰＣメーターサーバーにより実行される
ので、許可のためのアクセスの間はＰＳＤはアクティブではない。ＰＣメーターサーバー
は、確認を実行するためＰＳＤからＰＳＤ　ＰＩＮを得る。他の実施例では、ＰＩＮの確
認はＰＳＤ内で起こる。ＰＩＮがＰＳＤ内に記憶されるので、これは安全なプロセスであ
る。
【００２２】
ＰＣメーターが独立型モードで又はネットワークモードで作動しても、郵便物の生成の間
、ユーザーは次の機能を実行する。ユーザーは、正しい受信人情報を得るため、ＣＤ－Ｒ
ＯＭのアドレス指定又はダイヤル呼出しのアドレス指定(データセンター5)を選択するこ
とができる。ユーザーは、郵便サービスのクラス（等級カテゴリ）を選択できる。ユーザ
ーは、郵便局に許可された等級カテゴリのリストから選択することができる。ユーザーは
、郵便物を設計する間、モニター上に証印を見ることができ、郵便物に事前に見た証印の
イメージを印刷することができる。ＰＣメーターツールキット110は、印刷前に証印のイ
メージと２Ｄバーコードを描く方法を与える。この証印は、表示の目的のため、可視又は
不可視とすることができる。本発明の譲受人に譲受けられた1997年9月3日出願の米国特許
出願No.08/922,875号は、パーソナルコンピュータ上に表示された郵便証印の不正な印刷
を防ぐ方法を開示する。ユーザーは、郵便価額、サービスの等級、郵送日を変えることが
できる。
【００２３】
ユーザーはＰＳＤに借り方の会計なしには証印を印刷できないので、ＰＣメーターツール
キット110は、郵便資金のセキュリティを与える。さらに、ＰＣメーターツールキットの
取引以外に、証印のイメージに直接アクセスすることはない。ＰＣメーターツールキット
は、ＰＳＤへの借り方を証印イメージの印刷を可能にすることと結び付けるのに、アトミ
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ックトランザクション（atomic　transaction）を使用する。アトミックトランザクショ
ンは、ＰＳＤへの借り方は証印を印刷する前に完了することを保証する。
【００２４】
取引ログは、ＰＳＤの分配と再充填の資金取引を記憶する。ネットワークＰＣメーターシ
ステム10では、各クライアントＰＣはその局内ＰＳＤの日々の取引ログファイルを記憶す
る。ユーザーは、ログファイルのため局内のドライブとディレクトリパスを選択すること
ができる。ネットワークＰＣメーターシステム10'では、各クライアントＰＣはその局内
ＰＳＤの取引情報をネットワークサーバー30に送り、ネットワークサーバーが日々の取引
ログファイルを記憶する。いったん、郵便物取引が完了すると、取引を要求するクライア
ントのアプリケーションは、証印を印刷するため、取引に対応する郵便物をＰＣ印刷マネ
ージャーへ送る。
ネットワークＰＣメーターシステム(10又は10')は、ＰＳＤが取り付けられた又は取り付
けられない多数のクライアントＰＣを有する。各クライアントＰＣは、それ自体の局内Ｐ
ＳＤとネットワーク中の遠隔ＰＳＤとにアクセスする。各クライアントＰＣは、郵便料金
を分配し、登録と再充填を始めるためそのクライアントアプリケーションを実行すること
ができる。
【００２５】
前述したように、ネットワークＰＣメーターシステム(10又は10')は、特定のＰＳＤ40が
あるクライアントＰＣ20上で、郵便料金を分配し、ＰＳＤを登録し、ＰＳＤを再充填する
取引を処理する。これは、もしユーザーが遠隔のＰＳＤにアクセスするなら、取引処理を
遠隔で行うことを要求する。データセンター5にアクセスするモデムは、ＰＳＤ40が結合
した各クライアントＰＣ20にあるのが好ましい。しかし、ＰＳＤ40が結合した各クライア
ントＰＣ20にある幾つかのモデムの代りに、単一のモデムがネットワークサーバー30上に
あってもよい。このように、ＰＳＤの登録と、ＰＳＤの再充填は、ネットワークサーバー
30を通じて処理される。
ネットワークＰＣメーターシステム(10又は10')用のソフトウェア構成要素は、独立型Ｐ
Ｃメーター用ソフトウェア構成要素と、下記の2つの別の構成要素を含む。
【００２６】
図４を参照すると、ネットワーク上の他のクライアントＰＣ20がそのＰＣメーターツール
キット110を通じてＰＳＤ41の遠隔アクセスを開始するとき、クライアントＰＣ20は、メ
ーターサーバーＰＣ21のモードに入る。メーターサーバーＰＣ21は、ＰＳＤの登録と、Ｐ
ＳＤの再充填と、郵便料金分配を、ＰＳＤ41の取引として処理する。処理は、前述のメー
ターサーバー21にあるＰＣメーターツールキット110によりメーターサーバーＰＣ21で、
又クライアントＰＣ20にあるＰＣメーターツールキット110とによりクライアントＰＣ20
で実行される。
ＤＣＯＭの実行を使用して、クライアントＰＣ20とメーターサーバー21にあるＰＣメータ
ーツールキット110は、相互に関連して作動し、要求する遠隔クライアントＰＣ20とメー
ターサーバーＰＣ21は、ＰＳＤ／ツールキットの位置に関わらず、全体としてＰＣメータ
ーとして作動するようになる。メーターサーバーＰＣ21内にあるメーターツールキット11
0は、要求するクライアントＰＣ20との間のメッセージを取り扱い、独立型モードのとき
と同じように、ＰＳＤ41のために、郵便料金分配、ＰＳＤの登録、ＰＳＤの再充填等標準
のメーター機能を取り扱う。
【００２７】
図５を参照すると、ステップ200で、クライアントＰＣ20は、そのメーターツールキット1
10を通じて、遠隔のＰＳＤ41に、郵便物用の郵便価額の要求を送る。ステップ205で、メ
ーターサーバー21は、クライアントＰＣ20が要求をすることを許可されているかどうか求
める。許可されていなければ、ステップ210で、メーターサーバー21は、ＰＳＤ41にアク
セスすることを許可されていないと、クライアントＰＣ20に応答する。許可されていれば
、次にステップ215で、メーターサーバー21は、メーターツールキット110を通じて要求を
処理し、遠隔クライアントＰＣ20から受取った情報と共に、要求をＰＳＤ41に送る。ステ
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ップ220で、ＰＳＤ41は、要求に基づき、デジタル署名を含む要求された郵便価額を分配
する。ステップ225で、ＰＳＤ41は、デジタル署名と取引情報をメーターサーバー21へ送
る。ステップ230で、メーターサーバー21は、メーターツールキット110を通じて、ハード
ドライブ上の取引ログに取引情報を記録する。ステップ235で、メーターサーバー21は、
デジタル署名と少なくともいくらかの取引情報を遠隔クライアントＰＣ20へ送る。ステッ
プ240で、クライアントＰＣ20は、デジタル署名と取引情報を受取り、ステップ245で、ク
ライアントＰＣ20は、証印のビットマップを生成し、デジタル署名を含む証印を郵便物上
に印刷する。
【００２８】
図６を参照すると、本発明の好適な実施例の好適な実施例が示される。ステップ300で、
１つのクライアントＰＣのユーザーが、ネットワーク上で使用可能なＰＳＤのリストを要
求する。ステップ305で、ユーザーはリストからＰＳＤを選択する。ステップ310で、選択
したＰＳＤがユーザーのクライアントＰＣの局内のＰＳＤであれば、ステップ330で、ユ
ーザーのクライアントＰＣのＰＣメーターツールキット110は、局内ＰＳＤからの郵便物
用の郵便価額を要求し、宛先情報を含む情報をＰＳＤへ送り、プロセスは335へ続く。も
しユーザーが遠隔ＰＳＤを選択すれば、ステップ315で、ユーザーのクライアントＰＣの
ＰＣメーターツールキット110は、1つの他のクライアントＰＣにおける選択した遠隔ＰＳ
Ｄへのアクセスを要求する。ステップ320で、遠隔ＰＳＤへのアクセスが認可されれば、
ステップ330で、他のクライアントＰＣのＰＣメーターツールキット110は、遠隔ＰＳＤか
らの郵便物用の郵便価額を要求し、受信人情報を含む情報を遠隔ＰＳＤへ送る。もしアク
セスが認可されなければ、ステップ325でエラーが報告される。
ステップ335で、アクセスされたＰＳＤ（局内又は遠隔）は、ＰＳＤ内に記憶した合計の
郵便価額から要求された郵便価額を差し引き、受信人情報を含む要求と共に供給された情
報を使用して署名を生成する。ステップ340で、ＰＳＤは署名を含む取引情報を要求する
クライアントＰＣへ送る。ステップ345で、要求するクライアントＰＣのＰＣメーターツ
ールキット110は、署名を含む証印を生成し印刷する。
局内又は遠隔ＰＳＤを選択するプロセスは、要求するクライアントＰＣのＰＣメーターツ
ールキット110により、自動的に行うこともできる。例えば、自動のＰＳＤ選択は、ＰＳ
Ｄの出所のジップコードを郵便物の戻り住所のジップコードと調和させることに基づくよ
うにすることもできる。
【００２９】
［ネットワークオペレーション］
マイクロソフトのウィンドウズ95TMとウィンドウズＮＴTMオペレーティングシステムは、
ＤＣＯＭと他の機構によりネットワーク通信を実行する機能を提供する。ＤＣＯＭの使用
により、直接通信を実行するのに使用できる接続ポイントといわれる機構を通じて、マル
チキャスト（１人を超えるクライアントがメッセージを受ける）、又は同報通信（全ての
クライアントがメッセージを受ける）で、オブジェクトを通信することができる。これは
、同じコンピュータ、又はネットワーク又はインターネット上の複数のコンピュータのプ
ロセスの間で行うことができる。メイルスロットは、同じ通信機能ができる他のウィンド
ウズの機構である。ＰＣメーターツールキット110は、ネットワーク上のＰＳＤの位置と
配列についての情報を交換するためにこれらの機能を使用する。
クライアントＰＣがネットワークにログインするとき、クライアントＰＣ上で処理するＰ
Ｃメーターツールキット110は、必要な接続ポイントを登録する。即ち、１つのポイント
はネットワーク上の全てのＰＣメーターツールキットに共通で、他の１つはクライアント
ＰＣ自体に特有のものである。共通の接続ポイントは、全てのクライアントからのマルチ
キャストのメッセージを送受信するのに使用される。特定の接続ポイントは、郵便料金支
払いの証明の要求と応答等の特定のクライアントＰＣメーターツールキットのためのメッ
セージ用である。
【００３０】
初期設定で、クライアントＰＣのＰＣメーターツールキット110は、共通の接続ポイント
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を使用して、全ての他のＰＣメーターツールキットに使用可能なＰＳＤで応答するようメ
ッセージを送る。ＰＣメーターサーバー21上で走るＰＣメーターツールキットは、次にク
ライアントＰＣの特定の接続ポイントに、取り付けられたＰＳＤの位置と識別子に関する
情報で応答する。図２Ａを参照すると、使用可能なＰＳＤのリストは統合され、郵便料金
メーター機能を要求するアプリケーションに提示される。図２Ｂを参照すると、使用可能
なＰＳＤのリストは局内に取り付けられたＰＳＤと共に統合され、完全なリストが郵便料
金メーター機能を要求するアプリケーションに提示される。この場合、ＰＣメーターツー
ルキット110はまた、共通のＰＣメーターツールキットの接続ポイントに、他のＰＣメー
ターツールキットにより他のＰＳＤが使用可能であることを示すメッセージを送る。
遠隔クライアントＰＣ20がＰＳＤ40を使用するため選択するとき、ＰＣメーターツールキ
ット110は、初期設定で集めた情報を使用して、特定のＰＳＤの位置とそれとの通信方法
を知る。
【００３１】
動作において、ＰＣメーターツールキット110はまた、ネットワーク上のＰＣメーターツ
ールキット110の状態に関するメッセージを取り扱う。新しいＰＣメーターツールキット
が他のクライアントＰＣ20上で起動するとき、局内のＰＣメーターツールキットは、取り
付けられたＰＳＤ40に関する情報で応答する。新しいＰＣメータークライアント20が自身
のＰＳＤ40とともにオンライン上に来たというメッセージを受取ると、ＰＣメーターツー
ルキットは、利用可能なＰＳＤのリストを更新する。同様に、もしクライアントＰＣ20が
閉鎖すれば、局内のＰＳＤがもはや利用可能でないことを示すメッセージが全てのクライ
アントＰＣに送られる。安全性を増すため、ＰＣメーターツールキット110間の全てのメ
ッセージは、暗号化することができる。
クライアントＰＣの開始と閉鎖のマルチキャストの効果は、全てのクライアントＰＣ20が
動的にどのＰＳＤ40が使用可能か正確に知ることができることである。機構は適正な通知
なしにオフラインとなることがあるので、クライアントはまた、利用可能なＰＳＤ40の新
たにしたリストをはっきりと頼む能力を有する。
ＤＣＯＭはまた、クライアント／サーバーに不適性に通知するコンピュータを継続的に捕
らえようとして、このための機構を提供する。
【００３２】
［ネットワーク上の集中した処理と分散した処理］
ＰＣメーターシステムは、全ての郵便物と再充填の資金を計算しなければならない。この
ため、順次取引ログファイルに預金取引記録が必要である。郵便料金の分配と再充填は、
同じ順次ファイルに保管し、クライアントＰＣ間のメーターの移動による不一致等のメー
ターの不一致を調和させることができるようにしなければならない。次のパラグラフは、
ネットワークメーターシステムの取引ログの集中した会計と分散した会計の影響について
要約する。
ネットワークメーター構成で、資金の会計が使用者により集約されるなら、取引は使用者
がいるところで記録することができる。ユーザーが取引を開始できるＰＣを2つ以上有す
る（即ち、ユーザーがＰＣ間で移動する）ときのみ、ログファイルの統合が必要である。
この方法は、ユーザーのＰＣに取引を記録する分散した会計を使用する。
【００３３】
もし、資金の会計がメーターにより集約されるなら、取引はメーター即ちＰＳＤがあると
ころで記録されるべきである。ＰＳＤをどのＰＣにも取り付けられる（ＰＳＤがＰＣ間で
移動する）ときのみ、ログファイルの統合が必要である。この方法は、ＰＳＤのＰＣに取
引を記録する分散した会計である。
もし、資金の会計が部門で集約される（即ち、部門が幾つかのＰＳＤにアクセスできる幾
つかのユーザーを有する）場合は、取引の記録がユーザーのいるところ又はＰＳＤがある
ところで実行されるなら、取引を統合しなければならない。
ＰＣからのログファイルのこのような統合に代わるものは、同じＰＣ又は集中したサーバ
ーに全ての取引の記録を集中する集中した会計である。この場合、取引は、各郵便物ごと
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にネットワークのサーバーＰＣに送らなければならず、ネットワークに大きな通信量を生
じる。もし、集中したサーバーが故障するか使用可能でなくなると、郵便の分配又は再充
填ができず、全ネットワーク上でメーターの能力が不能になる。ネットワークのＰＣメー
ターシステムの集中したサーバーは、本発明の好適な実施例ではない。
【００３４】
ネットワークのＰＣメーターシステム10と10'は、メーター取引の分散した処理を表す。
ネットワークのＰＣメーターシステム10は、要求するクライアントＰＣ20により要求され
る局内取引処理、及びメーターサーバーＰＣ21、即ちＰＳＤ40と取引ログファイル44があ
るところでの遠隔会計と記録を含む。ネットワークのＰＣメーターシステム10'は、要求
するクライアントＰＣ20による局内取引処理と、メーターサーバーＰＣ21、即ちＰＳＤ40
があるところでの遠隔会計と、ネットワークサーバー30、即ち取引ログファイル44がある
ところでの遠隔記録とを含む。従って、取引処理は、分散した処理の会計機能とは離れて
いる。取引のステップは、ネットワークの異なるＰＣ間で別れている。
ネットワークのＰＣメーターシステム10と10'におけるように、分散した処理用にネット
ワークメーターを構成することは、有利である。もし、ネットワークサーバー30がダウン
しても、ＰＳＤが結合したクライアントＰＣが、独立型モードで作動するとき、メーター
取引を実行するすることができる。さらに、ＰＳＤが取り付けられたクライアントＰＣ20
がネットワーク上で記録されていなくても、ネットワークメーター取引を実行することが
できる。例えば、ネットワーク上で記録されていないクライアントＰＣは、独立型モード
で作動でき、ネットワーク上で記録されているクライアントＰＣは、ＰＳＤが結合した他
のクライアントＰＣにアクセスすることができる。
【００３５】
クライアントＰＣが、ネットワーク上の遠隔ＰＳＤにアクセスしようとするとき、別の利
用可能なＰＳＤの優先順位を付けたリストをユーザーに選択のため表示することができる
。利用可能なＰＳＤの優先順位の順番は、次のものを使用してもよい。
1.　郵便物の投函住所と同じジップコードを有するＰＳＤ
2.　局内のＰＳＤ（クライアントＰＣと同じ位置）
3.　局内のＰＳＤと同じ投函元ジップコードを有する遠隔ＰＳＤ
4.　ジップコードの3桁が項目１～３と同じＰＳＤ
5.　残りのＰＳＤ
【００３６】
クライアントコンピュータのウィンドウズオペレーティングシステムに基づいて、本発明
の好適な実施例を記述してきた。本発明はどのようなコンピュータオペレーティングシス
テムで使用するのにも適する。本発明の実施例は郵便料金メーターシステムとして記述さ
れているが、本発明は、金銭取引、項目取引、情報取引等の取引証明を含むどのような値
のメーターシステムにも適用することができる。
【００３７】
オープンシステムのメーターネットワークについてについて、好適な実施例を記述してき
た。本発明は、好適な実施例で記述したクライアントＰＣの代りにデジタル郵便料金メー
ターを使用するクローズドシステムのメーターネットワークにも適用できる。このような
クローズドシステムのメーターネットワークを図７に示す。ネットワークメーターシステ
ム510は、従来のようにパーソナルコンピュータ等のネットワークサーバー530に結合した
複数のクライアントモジュール520(５つを示す)を備える。クライアントモジュールは、
郵便料金証印の印刷専用のデジタルプリンターである。各クライアントモジュールは、デ
ィスプレー、キーボード、プリンター522を有する従来のメーターシステムと似ているが
、幾つかのクライアントモジュールは会計モジュール即ちＰＳＤを取り付けられていない
。ネットワークメーターシステム510には複数のＰＳＤ540（２つを示す)があり、幾つか
のクライアントモジュール520に少なくとも１つのＰＳＤ540が結合するのが好ましい。Ｐ
ＳＤ540は、従来の電子郵便料金メーターの会計ユニットに似た会計モジュールである。
特定のＰＳＤ540がメーター取引のためアクセスされると、ＰＳＤ540が取り付けられたク
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Ｄ540がＰＳＤが結合するクライアントモジュール520によりアクセスされると、クライア
ントモジュール520は従来のメーターとして機能する。クローズドシステムのメーターネ
ットワークのより詳細な説明は、前述の関連米国特許出願（代理人番号E-648）に記載さ
れている。
【００３８】
本発明は、特定の実施例に関連して記載した。しかし、前述したように、変更を行うこと
ができる。従って、特許請求の範囲は、本発明の精神と範囲に入る変形を包含することを
意図している。
ウィンドウズ95とウィンドウズＮＴは、マイクロソフトコーポレーションの商標である。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の好適な実施例によるＰＳＤがクライアントＰＣに結合したネットワー
クＰＣメーターシステムのブロック線図である。
【図２Ａ】　本発明の他の実施例によるＰＳＤがクライアントＰＣに結合し、取引ログが
集中したネットワークＰＣメーターシステムのブロック線図である。
【図２Ｂ】　本発明の他の実施例によるＰＳＤがクライアントＰＣに結合し、取引ログが
集中したネットワークＰＣメーターシステムのブロック線図である。
【図３】　独立型モードで作動するクライアントＰＣである。
【図４】　図１の好適な実施例によるクライアントＰＣがメーターサーバーモードにある
ネットワークＰＣメーターシステムのブロック線図である。
【図５】　クライアントＰＣが遠隔ＰＳＤにアクセスするフローチャートである。
【図６】　メーターサーバーと独立型ＰＣメーターとして作動するクライアントＰＣのフ
ローチャートである。
【図７】　本発明のクローズドシステムのメーターネットワークのブロック線図である。
【符号の説明】
5　データセンター
20　クライアントＰＣ
22　プリンター
23　プリンター
30　ネットワークサーバー
40　ＰＳＤ
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【図２Ｂ】 【図３】



(16) JP 4272285 B2 2009.6.3

【図４】 【図５】

【図６】 【図７】
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